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Ａ．研究目的 

  ME/CFS 患者の実態調査のための体制整備を検討す

るため、山形大学医学部附属病院に入院した、新型コ

ロナウイルス感染症 （COVID-19）を認めた神経疾患患

者の症状を検討し、新規の歩行機能解析法の開発を

試みる。 

 

Ｂ．研究方法 

 2021 年 4 月～2022 年 3 月に山形大学医学部附属病

院に入院した、新型コロナウイルス感染症 （COVID-19）

を認めた ALS 患者 1 名、脳梗塞患者 1 名の症状を評

価した。また、新規の歩行機能解析法の開発のため、

山形県住民を対象に iOS アプリを用いた歩行機能解

析を行う。 

 

（倫理面への配慮） 

個人情報の保護に配慮した。 

 

Ｃ．研究結果 

COVID-19を認めた ALS患者 1名と脳梗塞患者 1名

に、筋痛性脳脊髄炎を疑う症状は認めなかった。山形

県在住住民 92名を対象に iOSアプリを用いた歩行機

能解析を行い、現在解析中である。 

 

Ｄ．考察 

COVID-19 感染後に ME/CFS を発症することがある

が、自験例では認めなかった。詳細の運動機能評価の

ため、新規の歩行機能解析法の有用性を検討する必

要がある。 

 

 

 

 

Ｅ．結論 

自験例では、COVID-19感染後の ME/CFS発症を認め

ず、引き続き ME/CFS患者の実態調査のための体制整

備を検討する必要がある。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 特になし 
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